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広報まちかど特派員や市民からの情報などを、市ホームページの「あやせネットニュース」とフェイスブックで発信しています　問秘書広報課☎70・5606　フェイスブックページは

大
半
を
占
め
て
い
る
中
、
同
展

を
と
お
し
て
小
・
中
学
生
を
中

心
と
し
た
若
い
世
代
に
、
戦
争

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
平
和
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
お
う
と
実
施
す

る
も
の
で
す
。
家
族
や
友
人
を

誘
っ
て
、
ぜ
ひ
、
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
と

恒
久
的
な
世
界
平
和
を
願
い
、

昭
和
59
年
に
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
を
宣
言
し
、
同
展
や
映
画

会
、
小
学
生
広
島
派
遣
な
ど
の

　

６
月
25
日（
月
）〜
７
月
１
日

（
日
）９
時
〜
17
時
、
市
役
所
７

階
市
民
展
示
ホ
ー
ル
で
「
平
和

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

戦
争
や
原
爆
被
害
の
実
相
の

写
真
パ
ネ
ル
、
戦
時
中
に
使
っ

て
い
た
品
・
戦
没
者
の
遺
品
な

ど
（
市
民
提
供
品
）
を
展
示
す

　

難
聴
者
（
主
に
聴
覚
障
が
い

者
、
補
聴
器
装
着
者
、
高
齢
者

な
ど
）
の
聞
こ
え
を
助
け
る
磁

気
ル
ー
プ
型
の
補
聴
音
響
シ
ス

テ
ム
を
、
障
が
い
福
祉
課
と
高

齢
介
護
課
窓
口
に
設
置
し
ま
し

　12月16日（日）に市制施行40周年を記念し
て開催するアヤセ・プロムナード・コンサー
トで、ベートーべンの交響曲第９番に合唱
で参加する方を募集します。合唱の練習日
程など、詳しくは市ホームページを見てく
ださい。
　綾瀬・海老名・座間市内在住・在勤・在
学か３市内で活動する団体に所属する方対
象。定員130人（ソプラノ40人、アルト40人、
テノール25人、バリトン25人）。参加者に
は公演チケット先行販売の特典あり。費
5000円（公演チケット３枚含む）、高校生
以下1000円。申生涯学習課にある申込用紙
（市ホームページからダウンロード可）に
必要事項を記入し、参加費を添えて、６月
17日は10時～17時、６月18日以降は平日９
時～17時に同課へ直接（申込順）。
　問同課☎70・5670。

観光まちづくり

～ロケ地看板～

　市民などで結成した「あやせ市
ブタッコリ～ロケ隊（通称：ブタ
ロケ隊）」と市で組織する綾瀬ロ
ケーションサービスは、市の知名
度向上と地域の活性化を目的に、
26年４月から映画などの撮影を誘
致しています。
　29年10月からは、利用されたロ
ケ地を市民や作品ファンに知って
もらい、ロケ地巡りを楽しむこと
ができるよう、市内にロケ地看板
の設置を進めています。
　看板には、作品の概要や撮影時
のエピソードなどが掲載され、看
板のＱＲコードにアクセスする
と、撮影実績やご当地グルメ「あ
やせとんすきメンチ」取扱店の情
報などを見ることができます。
　市内８つ目となる看板の作品
は、６月15日（金）公開の映画「空
飛ぶタイヤ」で、運送会社社長の
赤松徳郎（長瀬智也さん）が高幡
真治刑事（寺脇康文さん）に会う

ため、港北
中央署を訪
れるシーン
の撮影に市
役所が利用
されました。
　問商業観
光課☎70・
5685。

第９に合唱で
参加する方を募集
アヤセ・プロムナード・アヤセ・プロムナード・

コンサートコンサート

▲８つ目のロケ地看板は市役所
正面玄関をチェック

戦争の記憶を戦争の記憶を
後世に伝える後世に伝える
平和展平和展

窓
口
で
の
会
話
を
円
滑
に
す
る

窓
口
で
の
会
話
を
円
滑
に
す
る

難
聴
者
用
音
響
シ
ス
テ
ム
設
置

難
聴
者
用
音
響
シ
ス
テ
ム
設
置

た
。

　

こ
の
音
響
シ
ス
テ
ム
は
、
周

囲
の
雑
音
な
ど
を
少
な
く
し
、

明
瞭
な
音
声
の
み
を
聞
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
会
話
を
円
滑

に
す
る
、
持
ち
運
び
が
可
能
な

卓
上
型
の
機
材
で
す
。
磁
気
コ

イ
ル
付
き
の
補
聴
器
や
人
工
内

耳
で
音
声
信
号
と
し
て
聞
く
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
機
材
に
付

属
す
る
受
信
器
を
直
接
耳
に
当

て
る
と
音
声
を
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

音
声
の
み
で
不
安
な
方
に

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
接
続

し
て
、
文
字
に
よ
る
情
報
提
供

も
行
い
ま
す
。

補
聴
音
響
シ
ス
テ
ム
の

貸
し
出
し
も
開
始

　

６
月
15
日（
金
）か
ら
中
央
公

民
館
で
、
補
聴
音
響
シ
ス
テ
ム

を
貸
し
出
し
ま
す
。
使
用
で
き

る
場
所
は
中
央
公
民
館
、
地
区

セ
ン
タ
ー
（
５
施
設
）、
寺
尾

い
ず
み
会
館
と
南
部
ふ
れ
あ
い

会
館
の
会
議
室
で
す
。
申
中
央

公
民
館
☎
77
・
８
１
８
１
（
予

約
要
）。

　

保
健
福
祉
プ
ラ
ザ
で
も
補
聴

音
響
シ
ス
テ
ム
を
貸
し
出
し
て

い
る
の
で
、
詳
し
く
は
同
プ
ラ

ザ
（
☎
77
・
１
１
２
０
）
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
障
が
い
福
祉
課
☎
70
・
５

６
２
３
。

災害時に車両避難所を提供
施設の使用等に関する協定締結

　５月21日、日立キャピタ
ルコミュニティ（株）と災害
時における施設の使用等に
関する協定を締結しました。
　この協定により、大地震
などの災害発生時、綾瀬タ
ウンヒルズショッピングセ
ンター（深谷中）の駐車場
を車両の一時的な避難場所
として使用することが可能となりました。
　問危機管理課☎70・5641。

▲昨年の平和展

事
業
を
と
お
し
て
平
和
思
想
の

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

問
市
民
課
☎
70
・
５
６
０
５
。

千
羽
鶴
作
製
に
協
力
を

　

６
月
30
日（
土
）、
同
展
会
場

に
千
羽
鶴
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
す
。作
製
し
た
千
羽
鶴
は
、

小
学
生
広
島
派
遣
事
業
「
あ
や

せ
っ
子
平
和
学
習
生
」
の
児
童

20
人
が
平
和
へ
の
思
い
を
込

め
、
広
島
平
和
記
念
公
園
へ
届

け
ま
す
。

　

市
役
所
へ
お
越
し
の
際
は
、

折
り
鶴
の
作
製
に
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

る
ほ
か
、
記
録
映
像
や
戦

争
の
体
験
を
市
民
10
人
が

語
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
伝
え
て
い

き
た
い
戦
争
の
記
憶
『
市

民
が
語
る
戦
争
体
験
記

集
』」
な
ど
を
上
映
し
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
戦
後
70

年
の
節
目
を
機
に
作
成
し

た
も
の
で
す
。
戦
争
体
験

講
話
は
、
６
月
30
日（
土
）

11
時
15
分
か
ら
30
分
程
度

行
い
ま
す
。

　

戦
後
73
年
が
経
過
し
、

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が

▲千羽鶴作成コーナー


